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掛け金の安いダイプで、収入保険の保険料等を試算してみました !
缶

あなたの経営に含つた保険設計の

シミユレーションをしてみませんか。

■収入保険の対象者は「青色申告」を行つている農業者 (個人・法人)です。
■加入申請時に青色申告 (簡易な方式を含む)の実績が1年分あればカロ入できます。

■個人の青色申告決算期間 :1月 1日～12月 31日の場合

偽

過去の収入減少の実態を踏まえて、保険方式の補償範囲を選択できます。

ー

継続力B入 :11月末まで
新規力8入 :12月末まで

加入申請

12月末まで (※ )

令和2年

1月 ～12月
(税の収入の算定期間 )

保険期間

令和3年

確定申告後 (3～ 6月 )

保険料・特約補てん金の
請求 。支払い

令和元年

経嬰纂傷講11 |

■保険料 ,積立金は分害U支払いもできます。
(最終の納付期限は保険期間の8月末)

(※ )「継続力□入」の納付期限

属収入イ黒険』で補償するのは、自然災害での収量減少による「収入減少Jだけではありません。
価格低下などの農業者の経営努力では避けられない「収入減少Jも補償します。

田収穫量や価格の変動が大きい作物を作つている

田何の補償制度にも対象となっていない作物を作つている

■これまでに作つたことのない作物にチャレンジする

■販路の拡大あるいは変更を考えている
E従業員を雇つていて、収入が減つた時に賃金が払えるか心配

□販売収入が近年上昇傾向にある

□規模拡大 (経営面積の増加)をするラ定である

■令和2年 1月からの加入 (新規・継続)について、過去の収入が大きく減′)した年がない農業者
のために、発動基準 (基準収入の9割が最大)は変えすに、受け取る保険金の額を、過去の収入
減少の実態を踏まえて小さくすることで、保険料 (掛け金)の安いタイプが選べるようになります。

保険料が最大で約4害J登くなります。 【次ページをご覧ください】

■分害じ払いで、支払いをしたい月を選択できます。これにより、無理なく保険料等が払えます。

支払率 pO%を上限として選択) 例えば、基準収入 1,000万円の場合

○保険期間の農業収入が900万円を下回つ

た場合に、収入がゼロになつても補

償するダイプ。

保険料
(掛け捨て)

積立金
(掛け捨てでない)

フ.8万円 22.5万円

基本のダイプ

積立方式で補填
収
入
減
少

保険方式
で補填

保険期間
の収入

基準収入

補
償
範
囲

自己責任部分

0%

…… …… 100%
90%
80%

■
■
・・葦
一軒
難
■
〓
こ
中
●
・４
■
一

一個
人
経
営
者
】

保
険
開
始
日

一
令
和
２
年
「
月
１
日

受
付
期
間
　

一
３
和
元
年
杷
月
末
ま
で

【法
人
経
営
者
〕

保
険
開
始
日

一
法
人
こ
と
の
事
業
年
度
開
始
日

受
付
期
間

　

一
事
業
年
度
開
始
月
の
前
月
末
日
ま
で

※

「継
続
加
入
」
の
受
付
期
間
は
、
新
規
加
入

よ
り
ｌ
ヵ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

無理のなしヽ1果険料等(掛け金)に応―じた、

補償割合の選択や分割払いの回1数

につ|いて、ぜひご相談ください。

支払率 (90%を上限として選択)

100%
90%
80%

○ 保険期間の農業収入が900万円を下回つた

場合に、収入が500万円になるまでの
収入減少 (5割減)を補償するダイ員

自己責任部分

50% 保険料
(掛け捨て)

積立金
(掛け捨てでない)

ア.0万円 22.5万円

(5割減まで)

0% 煽創越欝籐齢辮l潮1翻

新しいダイプ①

収
入
減
少

積立方式で補填

保険方式
で捕填

補償外

保険期間
の収入

基準収入

補
償
範
囲

収入保険のスケジユールは

支払率 (90%を上限として選択)

自己責任部分
―…… 100% ○ 保険期間の農業収入が900万円を下回つた

場合に、収入が600万円になるまでの
収入減少 (4割減)を補償するダイプ。

90%
80%

60%
(4割減まで) 保険料

(掛け捨て)

積立金
(桂卜け捨てでない)

6.2万円 22.5万円

0% 笠畑鰯爵鰹轟鶴うをこと組||::二 iと
'墳

hⅢ

新しいダイプ②

収
入
減
少

積立方式で補填 1石

保険方式
で補填

補償外
基準収入

保険期間
の収入

慢
瀑
画

こんな方にもお1勧めで
―
す

支払率 (90%を上限として選択)

己責任部分
―――――- loo%

○保険期間の農業収入が900万円を下回つた

場合に、収入が700万円になるまでの
収入減少 (3割減)を補償するダイプ。

90%
80%
70%

(3割減まで)

保険料
(掛け捨て)

積立金
(掛け捨てでない)

4.4万円 22.5万円

新しいダイメ③

積立方式で補填

保険方式で補填
収
入
減
少 補償外基準収入

保険期間
の収入

0% 爛爛▽ 懇靱1鑽跡

こ―んな方には特例も―あります

こんなオプシヨンも―あります
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▼

さまざまなイベントやお店が出展され、もちろんNOSAI熊本もブースを出展します !

ご家族そろつて、ぜひご来場ください !

射的もで冬
るよ I

・
鵞r奪寧

覇 2019

ー

蓉勒 為ステートし菱収入保険II
T' カロ入者の方に、収入保険について話してもらいました I
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収
入
保
険
に
加
入
し
た
き

っ
か
け

は
、
い
ろ
い
ろ
な
会
議
で
収
入
保
険

の
説
明
を
聞
い
て
興
味
を
持

っ
た
こ

と
で
す
。
加
入
す
る
か
は
最
後
ま
で

迷
い
ま
し
た
が
、
熊
本
県
の
職
員
に

「良
い
保
険
だ
と
思
う
」
と
後
押
し

さ
れ
て
加
入
を
決
め
ま
し
た
。

魅
力

は
、
病
気

で
収
穫

で
き
な

か

っ
た
場
合
や
市
場
価
格
が
下
落
し

た
場
合
ま
で
補
償
さ
れ
る
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
全
て
の
収
入
減
少
を
補
償
で

き
る
こ
と
で
す
。
加
入
し
た
こ
と
で

最
低
収
入
が
補
償
さ
れ
る
安
心
感
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
の
収
入
保
険
に
期
待
す
る
こ

と
は
、
積
立
金
の
改
善
で
す
。
対
応

も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

高
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
加
入
者

が
、
よ
り
支
払
い
や
す
く
な
る
改
善

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
制
度
を
十

分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
農
家
も
多

い
の
で
、
農
業
共
済
組
合
に
も
、
よ

り

一
層

の
周
知
活
動
を
期
待
し
ま

す
。収
入
保
険
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
農

作
物
に
挑
戦
す
る
場
合
に
加
入
し
て

お
け
ば
、
失
敗
し
て
も
最
低
収
入
が

補
償
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
収

入
が
安
定
し
て
い
て
余
裕
が
あ
る
方

も
、
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
な
ど

の
リ
ス
ク
に
備
え
て
加
入
を
検
討
す

べ
き
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

伊

捧:≠|

11/9簸 10

…

9:00～16:00(雨天決行)

躍麗か 熊本県
言蓋徐巳クJ

I    (のびのび広場。ゆうゆう広場)
1     熊本県合志市栄3802-4

ゆ

選
！

抽
す
ン
ま

ポ

て

ラ

つ
さかもと   まさとし

坂本 正敏さん163歳 )

トマト50藤、飼料用米90モ
~

馨
爾
Ｉ 韓斡鐸

農
業
で

一
番
力
を
い
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
土
作
り
で
す
。
就
農
し
て

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

い
、
現
在
の
上
作
り
に
行
き
つ
き
ま

し
た
。
土
作
り
が
で
き
て
い
る
の
で
、

農
作
物
の
品
質
に
も
自
信
が
あ
り
ま

す
し
、
収
穫
量
も
平
均
以
上
で
す
。

し
か
し
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然

災
害
だ
け
は
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
収
入
減
少

の
要
因
に
は
、
あ
る
程
度
対
応
で
き

ま
す
が
、
自
然
災
害

へ
の
対
応
は
難

し
い
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
と
き

の
収
入
減
少
に
備
え
て
収
入
保
険
に

加
入
し
ま
し
た
。

収
入
保
険
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
最

低
収
入
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

農
業
は
ど
う
し
て
も
収
入
が
安
定
し

な
い
の
で
、
後
継
者
が
い
て
も
、
給

料
が
払
え
ず
に
離
農
す
る
ケ
ー
ス
も

多

い
。
収
入
保
険
に
加
入
す
れ
ば
、

収
入
が
補
償
さ
れ
る
の
で
給
料
も
払

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

後
継
者
が
育
ち
、
農
業
に
定
着
し
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
代
で

は
、
作
付
面
積
の
拡
大
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
農
業
機
械
の
導
入
や
、

さ
ら
な
る
土
壌
改
良
も
行
う
つ
も
り

で
す
。
経
営
安
定
の
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

|
Ⅲ

,

おがた   きゅうさ13、ろう

尾方 球三郎さん70歳)

水稲920τ
~、

加工用米190藤、麦980そ
~、

ソ′ヾ930τ
~、

 VVCS3407~
隆|1司 |

FttR健 日時

「収入保険」の周矢[と併せて、簿記記帳と青色申告制度への普及・拡大を図るため、農業者を対象に「収入保険導入に係

る青色申告推進セミ芸一」及び「個別相談会」を①、②のとおり開催します。

①「阿蘇地域振興局 2階大会議室」 阿蘇市―の宮町宮地2402
日時 :令和元年11月 28日 (本)午後 1時30分～ 5時まで

②「鹿本農業協同組合 2階大ホール」 山鹿市鹿央町持松159番地 1
日時 :令和元年12月 19日 (木)午 後 1時30分～5時まで

■参力ll申 し込み及びお問い合わせについては次のとおりです。

「収入保険」導入に係る青色申告推進セミナーおよび個別相談会開催のご案内

（　

ィ

騰
場

益

ギΥI

● 薦誕弊程告を始め―詳しよう!

熊本県農業会議からのお知らせ

[熊本県担い手育成総合支援協議会][くまもと農業経営相談所]
(事務局 !一般社団法人熊本県農業会議)

〒862‐ 8570 熊本市中央区水前寺6丁目18番 1号 県庁本館9階
電話 :096‐384‐ 3333 FAX:096‐385‐1468 Mait:43ninaite@ncaior.jp

あさぎり町
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捜

:晴

い
よ
い
よ
麦
の
作
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
麦

は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
作
物
で
す
。

今
回
は
、
麦
栽
培

の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介

し
ま

す
。

◆
ポ
イ
ン
ト
ー
　
ほ
場
の
選
定
と
排
水
対
策

麦
の
収
量
を
確
保
す
る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
排
水
の
良
い
ほ
場
を
選
定
す
る
こ
と
で
す
。

排
水
が
良
く
な
い
ほ
場
で
栽
培
す
る
場
合
は
、
暗

渠

（弾
丸
）
や
明
渠

（排
水
口
）
の
設
置
が
不
可

欠
で
す
。
更
に
排
水
日
の
間
隔
を
狭
く
す
る
な
ど

の
作
業
も
必
要
で
す
。
排
水
対
策
は
完
璧
だ
っ
た

の
に
、
排
水
口
が
締
め
て
あ

っ
て
、
湿
害
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

□
ほ
場
の
排
水
は
良
好
か

□
暗
渠

（弾
丸
）
及
び
明
渠
の
設
置
を
し
て

い
る
か

□
明
渠

（排
水
口
）
の
間
隔
は
狭
く
な

っ
て

い
る
か

□
排
水
回
は
開
い
て
い
る
か

◆
ポ
イ
ン
ト
２
　
耕
起

。
播
種

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
耕
起

・
整
地
で
す
。
特
に

4

熊
本
県
農
業
技
術
課
　
由辰
業
革
新
支
援
セ
ン
タ
ー
　
堀
　
孝
弘

砕
土
率
を
高
め
ま
す
。
土
塊
が
大
き
い
と
出
芽

不
良
と
な
り
減
収
し
ま
す
。
ま
た
、
除
草
剤
の
効

果
も
劣
り
ま
す
。
播
種
深
度
は
３
～
５
ｃｍ
程
度
と

し
ま
す
。
浅
い
と
除
草
剤
の
薬
害
や
寒
害
を
受

け
出
芽
率
が
低
下
し
ま
す
。
深
す
ぎ
る
と
出
芽

が
遅
れ
、
生
育
量
が
不
足
し
低
収
と
な
り
ま
す
。

播
種
量
は
、
麦
種
、
播
種
時
期
お
よ
び
地
域
に
よ

り
異
な
る
の
で
地
域
の
基
準
に
従
い
ま
す
。
畝
立

て
播
種
の
場
合
、
小
麦
で
５
～
６
乾
／
１０
町
、
大

麦
で
６
～
７
ｋｇ
／
‐０
写
で
す
。

（２
月
下
旬
）
２

・
５
～
３

・
Ｏ
蛇
／
１０
年
で

す
。パ

ン
用
小
麦

「
ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
」
で
は
、

タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
を
高
め
る
た
め
、
前
述
の

施
肥
に
加
え
て
、
実
肥
の
施
用
が
必
要
で
す
。

出
穂
後
５
～
‐０
日
に
窒
素
成
分
で
１
～
３
ｋｇ
／

１０
壻
が
標
準
で
す
。

畝
立
条
播
の
場
合

□
基
肥
４
～
４

・
５
蛇
／
１０
耳
を
行

っ
た
か

□
１
月
下
旬
に
追
肥
１

・
５
ヽ
２

・
Ｏ
ｋｇ
／

１０
Ｔ
施
用
を
行

っ
た
か
　
　
．

巨
２
月
下
旬
に
追
肥
２

・
５
～
３

・
０
蛇
／

１０
イ
施
用
を
行

っ
た
か

ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
の
場
合

□
出
穂
後
５
～
１０
日
に
１
～
３
ｋｇ
／
‐０
町
施

用
を
行

っ
た
か

◆
ポ
イ
ン
ト
４
　
管
理
作
業

第
４
の
ポ
イ
ン
ト
は
管
理
作
業
で
す
。
雑
車

の
繁
茂
し
た
ほ
場
で
、
安
定
し
た
収
量
は
確
保

で
き
ま
せ
ん
。
地
域
の
耕
種
基
準
に
そ

っ
て
、

除
草
剤
を
散
布
し
、
雑
草
防
除
を
行
い
ま
す
。

麦
踏
は
、
茎
立
う
（節
間
の
伸
長

・
幼
穂
の
形

成
）開
始
直
前
ま
で
可
能
で
す
。
麦
の
茎
葉
、
一土

壌
が
乾

い
て
い
る
と
き
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
地

上
部
の
生
育
抑
制
（暖
冬
時
有
効
▼

根
張
り
の

促
進

・
生
育
後
期
で
は
無
効
分
げ

つ
の
抑
制
や

倒
伏
軽
減
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

麦
は
病
虫
害
が
少
な
い
作
物
で
す
が
、
赤
力

ビ
病
の
防
除
は
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
防
除
　
一

道
期
は
、
穂
揃
期
と
そ
の
後
７
～
‐０
日
で
す
。

□
除
草
剤
を
適
期
に
散
布
し
て
い
る
か

□
茎
立
ち
ま
で
に
麦
踏
を
行

っ
た
か

□
土
入
れ
は
行

っ
た
か

□
赤
カ
ビ
病
の
防
除
は
行

っ
た
か

◆
ポ
イ
ン
ト
５
　
適
期
収
穫

第
５
の
ポ
イ
ン
ト
は
適
期
収
穫
で
す
。
大
麦

の
収
穫
時
期
は
、
９０
度
に
傾
い
た
穂
が
８
割
に

達
し
た
と
き
。
ま
た
、
小
麦

・
大
麦
に
共
通
す

る
刈
取
時
期
の
目
安
と
し
て
①
穂
軸

・
茎
葉
が

完
全
に
黄
化
②
粒
を
爪
で
押
し
た
と
き
、
弾
力

が
な
く
ロ
ウ
の
硬
さ
に
な

っ
た
と
き
で
す
。

大
麦□

９０
度
に
傾
い
た
穂
の
割
合
が
８
割
に
達
し

て
い
る
か

小
麦

。
大
麦

□
穂
軸

・
茎
葉
が
完
全
に
黄
化
し
て
い
る
か

□
粒
を
爪
で
押
し
た
と
き
、
弾
力
が
な
く
ロ

ウ
の
硬
さ
に
な

っ
て
い
る
か

管
内
に
も
常
在
す
る
の
で
、
過
密
状
態
を
避

け
て
清
潔
な
飼
育
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
も

予
防
法
の

一
つ
で
す
。
プ

ロ
ト
セ
カ
は
感
染

分
房
か
ら
大
量
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
体
細
胞

数
に
大
き
な
変
化
が
な
い
場
合
で
も
、
生
菌

数
だ
け
異
常
に
高
い
場
合
は
要
注
意
で
す
。

碁最
後
に
攀

プ

ロ
ト
セ
カ
の
乳
房
炎
は
稀
な
乳
房
炎
で

す
が
、
発
生
す
れ
ば
牛
群
全
体
に
感
染
し
、

経
済
的
損
失
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
環
境
整

備
を
心
掛
け
て
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

分ヽ1診療所だよリ
ー

麦
栽
増
の
ポ
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ン
ト

る―　
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□
土
壌
の
砕
土
率
は
高
い
か

□
播
種
量
は
適
切
か

（畝
立
て
の
場
合
）

小
麦
５
～
６
唯
／
‐０
イ

大
麦
６
～
７
ｋｇ
／
１０
年

巳
播
種
深
度
は
３
～
５
ｃｍ
か

◆
ポ
イ
ン
ト
３
　
施
肥

第
３
の
ポ
イ
ン
ト
は
施
肥

で
す
。
昔
か
ら

「麦
は
肥
料
で
穫
れ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

肥
料
の
量

・
時
期
の
厳
守
が
収
量
の
安
定
に
つ

な
が
り
ま
す
。
畝
立
条
播
の
場
合
、
窒
素
成
分

で
、
基
肥
４
～
４

・
５
ｋｇ
／
１０
粁
①
追
肥

（１

月
下
旬
）
１

・
５
～
２

・
０
乾
／
１０
岬
②
追
肥

捧原
因
韓

乳
房
炎

の
原
因
の
ひ
と

つ
に
プ

ロ
ト
セ
カ

属
と
呼
ば
れ
る
緑
藻
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も

プ

ロ
ト
セ
カ
ゾ

フ
イ
ー
は
世
界
中
に
分
布
し

て
い
て
、
日
本
で
も
難
治
性
乳
房
炎
分
房
の

乳
汁
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

牛

へ
の
感
染
で
は
乳
房
炎
を
発
症
さ
せ
ま
す

が
、
人
や
犬

へ
の
感
染
は
皮
膚
に
し
こ
り
を

生
じ
さ
せ
ま
す
。
従

っ
て
プ

ロ
ト
セ
カ
の
乳

汁

へ
の
混
入
は
、
牛

の
健
康
問
題

の
み
な
ら

ず
食
品
衛
生
上
も
問
題
で
す
。

捧痩
学
韓

プ

ロ
ト
セ
カ
に
よ
る
乳
房
炎
は
、
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

場
合
に
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
牛
舎

の
構
造
上
、
通
路
に
糞
尿
が
貯

留
し
ま
す
が
、
プ

ロ
ト
セ
カ
は
湿
度

の
高

い

場
所
を
好
む
の
で
感
染
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
プ

ロ
ト
セ
カ
に
汚
染
さ
れ
た

井
戸
水
を
消
毒
せ
ず

に
使
用
す
る
と
、
飲
み

水
な
ど
を
通
じ
て
感
染
源
と
な
り
ま
す
。

【症
状
〕

プ

ロ
ト
セ
カ
に
よ
る
乳
房
炎
は
基
本
的
に

症
状
が
出
な

い
潜
在
性
慢
性
乳
房
炎

で
す
。

藻
類
は
抗
生
物
質
や
多
く
の
消
毒
剤
に
抵
抗

性
を
持

つ
の
で
、
細
菌
性
乳
房
炎
を
抗
生
剤

で
治
療
し
た
後
に
続
け
て
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
調
の
変
化
に
よ

っ
て

症
状
が
出
る
日
和
見
感
染
症
で
も
あ
り
ま
す
。

症
状
が
出
る
と
、
乳
房
の
腫
脹
や
ブ

ツ
の
排

出
、
泌
乳
停
止
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
食
欲

の

低
下
や
発
熱
な
ど
の
全
身
症
状
は
あ
ま
り
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
重
篤
な
場
合
は
脊

髄
に
感
染
し
、
神
経
症
状
が
現
れ
ま
す
。
確

定
診
断
は
血
液
寒
天
培
地
な
ど
に
塗
抹
培
養

し
顕
微
鏡
で
確
認
し
ま
す
が
、
潜
在
状
態
で

の
診
断
は
困
難
で
す
。

【治
療
落
法
学

症
状
が
出
た
場
合
、
抗
生
物
質
に
耐
性
が

あ
る
う
え
、
リ
ン
パ
節
に
浸
潤
す
る
た
め
治

療
は
困
難
で
す
。
感
染
牛
は
隔
離
し
て
、
他

の
潜
在
感
染
牛

の
摘
発
を
行

い
ま
す
。
環
境

汚
染
の
防
止
に
は
罹
患
分
房
を
盲
乳
す
る
か

感
染
牛
を
洵
汰
す
る
場
合
も
あ
り
、
経
済
的

損
失
が
大
き
い
の
で
治
療
よ
り
予
防
が
重
要

で
す
。

驀緩
隣
落
法
韓

湿
潤
環
境
は
プ

ロ
ト
セ
カ
の
発
育
を
促
す

た
め
、牛
舎
環
境
の
乾
燥
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

消
毒
に
は
次
亜
塩
素
酸
や
消
石
灰
、
逆
性
せ

っ

け
ん
が
有
効
で
す
。
飼
槽
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ

プ
周
辺
は
こ
れ
ら
で
定
期
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

牛
舎
で
使
用
す
る
水
は
消
毒
済
み
の
水
道
水

を
使
用
す
る
な
ど
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

で
は
、
特
に
牛
舎
衛
生
環
境

の
整
備
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
プ

ロ
ト
セ
カ
は
腸

＞
管
理
の
行
き
届
い
た
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
合

■ ●ヽ
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①家族構成 ②経営内容

毎日一生懸命頑張つている組合員さんにお間きしました。

規模拡大し農業で地域貢献
くらのお   いつせい

倉野尾 一成

①両親と3人家族
②水稲1000庸

人との助け合いが大事

凸
Ｆ
り

■

・

口；
酵
撃

■
一魂

l聰
攀義

周囲の助けで独り立ちを

さん(22歳 )
むらかみ しゅうへい

村上 周平さん¢9歳)

①両親、妻と子ども3人のフ人家族
②水稲120存、 トマト20許、キュウリ¬0″、
ホウレン草10τ

~

高
校
卒
業
後
、
久
留
米
の
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
で
２
年
間
勉
強
し
、
２。
歳
で

就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
就
農
２
年
目
で
、
何
事
に
も

手
探
り
の
状
況
で
す
が
、
地
域
の
方
と

楽
し
く
農
業
が
で
き
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
父
や

地
域
の
方
に
学
び
な
が
ら
、
徐
々
に
規

模
を
拡
大
し
て
、
ハ
ウ
ス
野
菜
の
栽
培

や
水
稲
の
裏
作
を
始
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
活
動
と
し
て
、
農
業
者
ク
ラ
ブ

で
花
を
栽
培
し
て
い
て
、
市
役
所
や
地

元
の
小

・
中
学
校
な
ど
に
も
寄
贈
を
し

て
い
ま
す
。
お
礼
を
言
わ
れ
る
と
う
れ

し
く
て
、
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
」

と
思
い
ま
す
。

将
来
は
農
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

し
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
農
業
者
に
な

り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
両
親
の
後
を
継
ぎ
就

農
し
て
３０
年
目
で
す
。
台
風
被
害
な
ど

苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
現
在
ま
で
続
け
て
い

ま
す
。
近
年
の
稲
作
は
温
暖
化
の
影
響
も
あ

リ
ウ
ン
カ
が
増
え
て
い
て
、
以
前
よ
り

も
防
除
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
防
除
時
期
な
ど
に
は
、
今
ま
で

以
上
に
気
を
使

っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
品
質
向
上
や
単
収
を
増
や

す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
ロ
ス
が

出
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
、
最
近
は
洋
楽

を
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。

農
業
を
す
る
に
は
、
近
所
の
人
や
地

域
の
人
と
の
助
け
合
い
が
最
も
大
事
だ

と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
農

家
さ
ん
と
協
力
し
て
続
け
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、

八
代
市
の
ト
マ
ト
農
家
の
も
と
で
、
１２

年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長

男
の
小
学
校
入
学
に
あ
わ
せ
て
、
地
元

に
戻
り
、
両
親
の
後
を
継
い
で
２
年
目

で
す
。
地
元
に
戻

っ
て
き
た
当
初
は
、
慣
れ

な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
で
す
が
、
父
や

地
域
の
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
取
り
入

れ
て
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
農
業

に
励
ん
で
い
ま
す
。

趣
味
は
、
野
球
と
魚
釣
り
で
す
。
今

は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
の

で
、
趣
味
の
時
間
を
作
る
の
も
難
し
い

で
す
が
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
ら
、

ま
た
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

今
後
は
、
労
働
力
と
地
域
に
あ

っ
た

作
物
を
作
り
、
そ
の
作
柄
を
し
っ
か
り

と
検
討
し
次
に
生
か
す
。
そ
し
て
、
リ

ス
ク
分
散
も
心
掛
け
て
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

高
校
卒
業
後
、
両
親
の
も
と
で
就
農

し
ま
し
た
。
当
時
は
繁
殖
牛
８
頭
で
し
た

が
、
両
親
と
、
あ
か
年

一
筋
で
頑
張

っ
て

き
て
、
繁
殖
牛
も
３４
頭
ま
で
増
え
ま
し

た
。
７
月
末
に
初
め
て
三
つ
子
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
半
月
ほ
ど
早
産
で
し
た
が
、
３

頭
と
も
元
気
に
育
っ
て
い
て
今
後
が
楽
し

み
で
す
。

小
国
郷
は
放
牧
地
帯
で
、
受
胎
し
た

牛
は
放
牧
し
、
分
娩
前
に
下
牧
さ
せ
る
飼

育
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
あ
か
牛
も
ま
ず
ま
ず
の
金
額
で

取
引
さ
れ
ま
す
が
、
値
下
が
り
に
備
え

て
、
２
年
前
か
ら
年
に
３
、
４
頭
の
肥
育

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
肥
育
中
の
２
頭
は

契
約
出
荷
の
予
定
で
す
。

個
人
経
営
で
、
休
み
も
取
れ
ま
せ
ん

が
、
目
標
の
法
人
化
に
向
け
て
研
修
者
制

度
な
ど
を
利
用
し
て
人
材
を
確
保
し
、
一

貫
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
規

模
拡
大
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

．
一
一竜

同
級
生
の
よ
う
に
農
業
を
や
り
た
い

と
思
い
、
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
就
農

し
て
７
年
で
す
。
現
在
、
両
親
と
共
に

家
業
の
水
稲
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
栽
培
し
て
い
る
作
物
は
、

一

年
を
通
し
て
作
業
が
あ
り
、
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
休
み
た
く

て
も
仕
事
が
あ

っ
て
、
大
変
で
す
が
、

お
客
さ
ん
に

「
お
い
し
か

っ
た
よ
」
と

言

っ
て
い
た
だ
く
と
、
こ
の
仕
事
に
就

い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

た
ま
の
体
み
に
は
、
映
画
や
音
楽
を

鑑
賞
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
で
、
先
輩
農
家
の
方
々
と

消
防
団
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
先

輩
や
両
親
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

て
、
よ
り
良
い
品
質
と
収
量
の
安
定
を

目
指
し
、
早
く
独
り
立
ち
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

①祖父母と両親の5人家族
②水稲120″、ミニトマト45廣

圃
地域にあつた農業に取り組む

おやま  けん
r 」ヽ山 健さん檸8歳 )

あいこう  かずや

愛甲 和也さん●4歳 )

①母と2人家族
②水稲233作、メロン45τ

リスクに備え法人化ヘ人脈を生かし高品質生産
1`~

“

― i

①両親と妻、子ども2人の6人家族
②繁殖成牛34頭、子牛20頭、肥育牛3頭、
水稲80廣、WCS300存

さとう  とよかず

佐藤 豊不□さん檸1歳)
ますだ  こうき

益田 幸輝さん¢9歳 )
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ザ

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
で
施
設
園
芸

を
学
ん
だ
後
、
卸
売
市
場
勤
務
な
ど
を

経
て
、
２６
歳
で
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
父
に
学
び
な
が
ら
、
水
稲

と
野
菜
栽
培
を
手
伝
う
他
、
農
大
で
学

ん
だ
ト
マ
ト
栽
培
な
ど
、
新
た
な
作
物

を
試
験
的
に
作
付
け
し
直
売
所
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

栽
培
方
法
や
流
通
の
こ
と
で
悩
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
農
大
の
同
級
生
や

市
場
勤
務
時
代
の
知
人
に
電
話
し
て
教

え
て
も
ら
う
な
ど
、
今
ま
で
出
会

っ
た

方
々
の
助
け
も
受
け
な
が
ら
、
日
々
勉

強
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
や
友
人

へ
の
感

謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
「手
を
抜

か
な
い
効
率
化
」
を
目
標
に
、
高
品
質

な
作
物

が

で
き

る
よ
う

に
、
「
土
作

り
」
か
ら
追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①祖父母、両親、妻と子どものフ人家族

②水稲350府、レタス300万 、
トウモロコン司OO庸、キュウリ24廣

玉名市代市
ｌ

、

１

′

多良木町

南小国町上天草市
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